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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （56 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （63 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （77 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （81 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （99 ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) (102 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

リセットとクリア （127 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す0 


割り込みライン （130 ページ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 

RAID コンフイグレー シ ヨン （131 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明しています。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 



(1) ケーブルクランプ 

装置に添付のケーブルクランプを装置前面に取り 
付け、 LAN ケーブルを固定する。 

(2) PCI ス□ット 

オプションの PCI ボード実装用スロット。 

(3) 取り付けネジ （2 本） 

ハードディスクドライブを実装する際、このネジ 
(2 本）を外す。 

(4) 八ードディスクドライブトレー 

八ードディスクドライプを実装するトレー（最大 
で2台実装可能)。八ードディスクドライブを実装 
する場合は、前面のネジ （2 本）を外し、前面に 
あるハンドルを持って手前に引き出す （—87 ペー 
ジ)。 

(5) スライドタグ 

サーバ管理のメモスペースとして使用する。 

(6) 八ンドル 

ハードディスクドライブトレーを引き出す際、こ 
のハンドルを手前に引く （—87 ページ)。 

(7) AC インレツト 

電源コードを接続するソケット （—76 ページ)。 

(8) DISK STATUS ランプ（緑色/橙色） 

各ハードディスク （1 または 2) の状態を示す 
(—61 ページ)〇 

(9) DISK ACCESS ランプ（緑色） 

本体内蔵のハードディスウのアクセス状態を示す 
(—59 ページ)〇 

(10) SYSTEM STATUS ランプ（緑色/橙色） 

システムの状態を示す （—59 ページ)。 

(11) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （—59 ベー 
ジ)。 

(12) Dump ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 


(13) POWER スイッチ 

電源を〇 N/OFF にするスイッチ。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる（— 
77ページ)。もう一度押すと電源を〇 FF にする 
(—80 ページ)。4秒以上押し続けると強制的に電 
源を〇 FF にする120ページ)。 

(14) マウスコネクタ 

マウスを接続する （—76 ページ)。 

(15) キーポー ドコネクタ 

キーボードを接続する （—76 ページ)。 

(16) シリアルポート ( COM ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—76 ページ)。接続する装置により、本体の設定 
を変更する必要がある。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(17) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する （—76 ページ)。 

(18) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る （—76 ページ)。 

(19) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1〇〇 0BASE-T/ 1 00BASE-TX/10BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—76 ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポート1で「2」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(20) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—62 ペー 
ジ)。 

(21) Speed ランプ（アンバー色/緑色/消灯） 

LAN の転送速度を示すランプ （—62 ページ)。 

(22) 管理用ポート 

1 00BASE-TX/10BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕（->76ページ)。 

(23) Speed ランプ（緑色/消灯） 

LAN の転送速度を示すランプ （—62 ページ)。 
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装置内部 



(1) 

DIMM 

(5) 

電源ユニット 

(2) 

ヒートシンク 

(6) 

八ードディスクドライブ 

(3) 

冷却フアン 


(6)-1 1 台目を示す。 


括弧数字の後の数字は FAN の番号を示す。 


(6)-2 2 台目を示す。 

⑷ 

ライザカードブラケット 

(7) 

八ードディスクドライブトレー 


オプションのライザ カー ド （ PCExp 「 ess(x8)) を 
取り付けます。 
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マザーポー 


p-O ここで説明していないジャンパやコネクタなどは未使用です。出荷時のままお 
使いください。 


( 1 ) ( 2 ) 



(1) プ□セッサ （ CPU ) ソケット 

(2) DIMM 

ソケット（図の下のソケットから順番に#1、 #2) 

(3) 電源コネクタ 

(4) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 

(5) S - ATA コネクタ 

(5)-1 SATA 1コネクタ 
⑸ -2 SATA 2 コネクタ 


(6) リチウムバッテリ 

(7) ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) 用コネ 
クタ（ロープ□ファイルのポード専用） 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ（爭） 

本体の電源が〇 N の間、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブベイに取り付けられている2台のハードディ 
スクドライブのアクセス状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

SYSTEM STATUS ランプ (A) 

ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ラン 
プが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅しているときはハードウエアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に SYSTEM STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


SYSTEM STATUS 
ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 

( IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
爪された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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SYSTEM STATUS 
ランプの状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

アンバー色に点滅 

ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示ががわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうが確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 
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DISK STATUS ランプ （ i または i 2 ) 

ディスクアレイコント□ーラ実装時に有効となります。 

• アンバー色に点灯 

ハードデイスクドライブが故障していることを示します。 


RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 10) を構成している場合は、1 
台のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しか 
し、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うこ 
とをお勧めします（ハードディスクドライブの交換は装置の電源を落とす必要 
があります）。 

• アンバー色にゆっくりと点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがァ 
ンバー色に点灯します。 RAID システム構成で、故障したハードディスクドライブを交換 
後に自動的にデータのリビルドを開始します（オートリビルド機能）。 




リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てからリビルドをやり直してください。 

オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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LAN コネクタのランプ 

前面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



運用ポート 


管理用ポー f 


• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1 〇〇 OBASE - T と1 〇〇 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサボートしています。アンバー色に点灯しているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点灯しているときは、 
100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートし 
ています。アンバー色に点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は卓上または日 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 


A 注意 

成 〇 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 指定以外の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近 
<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近くには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置す 
るときは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡し 
て行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を貼り付けてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと静かに置い 

てください。本体は3台まで積み重ねて置くことができます。 
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ラックへの設置 

本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


zK 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

1人で搬送 • 設置をしない 

• 

荷重が集中してしまうような設置はしない 

0 

• 

1人で部品の取り付けをしない 

• 

ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

定格電源を越える配線をしない 


• 

腐食性ガスの発生する環境で使用または保管しない 
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次の条件に当てはまるよラな場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 

したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所 
(万一、ご使用の環境でこのよラな疑いがある場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社へご相談ください)。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 



ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10° C 〜 35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。連用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 


本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、以降の説明をご覧 
ください。 

〇 

• 

1人で搬送•設置をしない 

• 

カバーを外したまま取り付けしない 

• 

指を挟まない 

• 

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

13 U オフィス ラック （ N 8140-100)への取り付けには、 N 8140 -102 オフィス ラック 用 ブラ 
ケット、および オフィス ラックに添付されているコアナツ I -一式が必要になります。 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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装置前面 
(左右に各1個） 


コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使ってもう一 
方のツメをラックのフレームに引つか 
けます。 



コアナツI 


取り付け手順 

本装置は 13 U オフィスラック （ N 8140-100) に取り付けることができます。次の手順でラック 
へ取り付けます。 

• コアナットの取り付け 

装置に添付のコアナットをラックに取り付けます。 



IJOQOQnnpplppppn 




ラックの左右に取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認してく 
ださい。 
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• マウントイヤーの取り付け 

装置の側面にマウントイヤ ー（ 左）およびマウントイヤ ー（ 右）をネジ2本で取り付けます。 



胃"〇 使用されるラックに応じて、マウントイヤーの取り付け位置を調整してくださ 
しヽ。調整は6段まで可能です。左右同じ段になるように取り付けてください。 
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• L 字 レールの 取り付け 

L 字レールは左用と右用があります。下図を参照して左用、右用を確認してください。 



1 .L 字レールのフックをラックの穴 
(背面側）に挿入する。 



2. 前面と背面をネジで固定する。 

右図では左用のレール取り付けを示 
していますが、右用も同様にして取 
り付けてください。 



まっすぐにレールが取り付けられていることを確認してください。 

If エック | 
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• 本装置の取り付け 

次の手順で本装置をラックに取リ付けます。 


A 注意 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で搬送•設置をしない 

• 指を挟まない 


1 . 2人以上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置を L 字レールの上にのせて 
ゆっくりと静かに押し込みます。 


初めての取り付けでは各機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



レノ《一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


^ ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置 
g エックI の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、 
他装置と干渉しないよう調整して L 字レールを取り付け直してください。 


2. 本装置をラックへ完全に押し込む。 
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3. 本装置前面の左右にあるマウント 
イヤーをそれぞれ取り付けネジ1 
本でラックに固定する。 



以上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本装置をラックから取り外します。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


△注意 


A A 

G 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 ni ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送 • 設置をしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. 本装置の前面の取り付けネジ 
(左右各1本）をゆるめる。 
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3. 本装置をゆっくりと静かにラック 
から引き出し、しっかりと持って 
ラックから取り外す。 





• 装置を引き出した状態で、弓 I き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、弓 I き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの 
図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続して 
から添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 















_"〇 • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 

■M し〗。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルがから 
まないよう固定してください。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フ オー ミンクしてください。 




最後に添付の電源コードをコンセントに 
接続する7。 


j)#f~ ~}l) 


「鹜纖繼 

Hen 


& . J 一 〇 



1000 BASE-T/ 
100BASE-TX； 
10BASE-T 


100 BASE-TX/ 
10BASE-T 


ディスプレイ装置 


専用回線へ直接接続することはできません。 

電源コードは、 15A 以下のサーキットブレーカに接続してください。 
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基本的な操作 

基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


本装置の電源を ON にする前に装置前面のモニタコネクタにディスプレイ装置 
を接続してください。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 

_"〇 • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 

Bto で1〇秒以上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでください。 



POWER ランプ POWER スイッチ 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると〇 S が起動します。 

^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
111?! 79ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモジュール 、 CPU 
モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Tab > キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 




POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


■"〇 • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Bto てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん彳亭止することがあります。 

この場合はく Fl > キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されます。本体に搭載されて 
いるメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあ 
ります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程 
の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 







ハードウェア編 79 


3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press TAB to show POST screen , FI to enter SETUP , 

< F 12> to enter Boot Menu 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 1> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、102ページを参照してください 。 SETUP 
を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オプシヨンポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

5. BIOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を〇 FR こしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て〇 N にして本装置を起動し直してください。 

0 S をインス I -ールするまではパスワードを設定しないでください。 


6. POST を終了すると 0S を起動します。 


POST の エラー メ ッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Bto ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイツチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


光ディスクドライプ（オプシ 



本装置には光ディスクドライブ （ DVD - ROM ドライブ、 CD - ROM ドライブなど）はありませ 
ん。オプションの外付け光ディスクドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに 
接続してください。 

光ディスクドライブの取り扱いについては、光ディスクドライブに添付の説明書を参照してく 
ださい。 


フロッピーディスクドライブ（オプション) 


本装置にはフ□ッピーディスクドライブはありません。オプシヨンの外付けフ□ッピーディス 
クドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに接続してください。 

フロッピーディスクドライブの取リ扱いについては、フロッピーディスクドライブに添付の説 
明書を参照してください。 
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内蔵オプションの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （46 ページを参照）。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



A® 
③彳 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

1人で搬送•設置しない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 

局;皿ン王思 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

3. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取り外す。 





84 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け/取り外しの手順 


内蔵部品（八ードディスクドライブ、 DIMM 、 PCI ボードなど）の取り付け/取り外しの作業は 
本装置をラックから引き出し、取り外した状態で行います。 


A 注意 


/^\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 




• 指を挟まない 

• 言:日:卞吾 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 83ページを参照して準備する。 


2. 前面の左右にあるセットスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出し、取り外す。 



w-O レノ《一やレールで指を挟まないように十分注意してください。 
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トップカバー 


内蔵部品の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを取り外 
します。 

取り外し 


1 . 83ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出して外す 
(73 ページ参照)。 

3. ネジ2本を外し、トップカバーを 
押しながら装置背面へスライドさ 
せる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か 
ら取り外す。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、トップカ 
バーのタブが本体フレームに確実に差し込 
まれるよう、まっすぐ本体の上に置いてくだ 
さい。 





86 内蔵オプシヨンの取リ付け 


八ードディスクドライブ 


本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを搭載することができ 
るハードデイスクドライブトレーがあります。 



NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （2006 年9月現在)。 

一 N 8150 -204 A (80 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -205 A (160 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -206 A (250 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

最新状況や混在条件などは8番街のシステム構成ガイド 
( http :// nec 8. com /) でご確認ください 0 


ドライブ ID について 

ハードディスクドライブトレーには最大で2台のハードディスクドライブを搭載することが 
できます。搭載するス□ットによってハードディスクドライブの D が固定で決められていま 
す。下図を参照してください。 



ハードディスクドライブトレーは、出荷時の構成でマザーボード上のディスクコントローラに 
接続されています。 
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取り付け 

オプションのハードディスクドライブを実装する場合は、次に示す手順でハードディスクドラ 
イブを取り付けます。 


1. ハー ドディスクドライブト レーの 
固定ネジ2本をゆるめ、ハンドル 
を起こす。 



2. 八ンドルを手前に引き、八ード 
ディスクドライブトレーを取り外 
す0 





• 八ードディスクドライブに衝撃や振動を与えないように十分注意してく 
ださい。衝撃や振動を与えると故障の原因となります。 

• 八ードディスクドライブは静電気に大変弱い電子部品です。八ードディ 
スクドライブを取り扱う前に、リスト設置ストラップを手首に巻き付け 
るか、装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてく 
ださい。 

• ハードディスクドライブの端子や電子部品を素手で触ったりしないでく 
ださい。 
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4. 本体装置に添付のネジ4本でハー 
ドディスクドライブを八ードディ 
スクドライブトレーに取り付け 
る 0 

図に示す場所にのみワッシャーを 
取り付けます。 


ワッシャー 



八ードディスクドライブを固定するネジは本装置に添付のネジを使用してく 
Bfai ださい。オプションのハードディスクドライブに添付のネジは使用しません 
(本装置以外では使用する場合もありますので大切に保管してください)。 


5. 奥までしっかりとハードデイスク 
ドライブトレーを本体に挿入す 
る 0 


6. ハー ドディスクドライブ トレーを 
前面の2本のネジで固定し、 ハン 
ドルを倒す。 




取り外し 

ハードディスクドライブの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


レノ (一やレールで指を挟まないように十分注意してください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが2個あります。 



メモリは最大 4 GB (2 GBX 2 枚）まで増設できます。 


また、本装置では同一容量のメモリを2枚実装時に Dual Charnel メモリモードおよび Chipkill 
(チップキル） ECC メモリモードが有効になります。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍 （6.4 GB / S ) となり 
ます。 

Chipkill ECC メモリを利用すると複数ビットのメモリ障害を自動的に修正します。 


• D 旧 M は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は82ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の D 旧 M を使用しないでください。サードパーティの D 旧 M な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、1枚単位で増設します。 


前面側 


背面側 


DIMM#2 

DIMM#1 



マザーボード 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


_"〇 本装置では、□—プ□ファイル （ D 旧 M ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 
以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1. 

2 . 

3. 

4. 


83ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （73 ぺージ参照)。 

トップカバーを取り外す （85 ぺージ参照)。 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 
g エック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

7. SETUP を起動して [Advanced]— [Memory Configuration] メニューで 
[Extended Memory] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST で表示されるエラーメッセージを確 
g エック| 認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 83ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （73 ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （85 ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され Dl MM を取り外 
せます。 



5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に連絡してください。 

7. SETUP を起動して [Advanced]— [Memory Configuration] メニューで 
[Extended Memory] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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pc ■ポード 


本装置には、オプションの pci ボード（ロープ□ファイルタイプ）1枚を取り付けることがで 
きます（ただし、オプションのライザカード （ PCIExp 「 ess ( x 8)) が必要です)。 

PCI ボードは、マザーボード上に搭載している「ライザカードブラケット」にオプションのラ 
イザカード （ PCExp 「 ess ( x 8)) を装着してから取り付けます。 


• 本装置にオプションの PCI ポードを取り付ける場合は、オプションのラ 
イザカード ( PCIExpress ( x 8)) が必要です。 PC 旧 xpress ( x 8) ポー 
ドをご購入の際は、ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) も一緒にご購 
入ください。オプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がない 
と PCI ポードを取り付けることができません。 

• PCI ポードおよびオプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) は大 
変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてからこれらの部品を取り扱ってください。ま 
た、 PCI ポードおよびオプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) 
の端子部分や部品を素手で触ったり、これらの部品を直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に関する説明は82ページで詳しく説明 
しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• ロープ□ファイルタイプの PCI ポードを取り付けてください。□ープロ 
ファイルタイプ以外の PCI ポードは取り付けることができません。 


PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
F ェック I ボードに添付の説明書を参照し、拡張 R 〇 M の展開が必要であるかどうかを確 
認してください。設定は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、102ページを参照してください。 

前面図 背面図 



マザーボード 
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RAID コント□ーラの取り付けについて 

以下の RAID コント□ーラをインストールするために検討すべきことを記載します。詳しくは 

RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 

N 8103-101:ディスクアレイコント□—ラ ( SATA 2) 

• インストールする RAID コント□ーラの仕様にあったハードディスクドライブとケープ 
ルを用意してください。 

• ハードディスクドライブのマスタ/スレーブを正しく設定してしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルで必 
要となる台数分のハードディスクドライブを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別のハードディスクドライブなどにとってから 
ボードの取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じハードディスクドライブを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、 RAID 構成によってはディスクの信頼性が向上するかわ 
りにディスクアレイを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用で 
きる容量が小さくなる場合があります。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラボードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、 r ソフ 
トウェア編」を参照してください。 

• RAID コント□ーラボードに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の DISK アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボー 
ド上の LED コネクタと RAID コント□ーラボード上のコネクタに接続してください。 


LED コネクタ 


ここに接続します 
(上が黒、下が赤） 



RAID コント□—ラ側 
に接続するコネクタ 
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- N 8103-101 



赤色のケーブル 黒色のケーブル 

を接続 を接続 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• PCI ボードおよびライザカード （ PCIExp 「 ess ( x 8)) の端子部や電子部品のリード線には 
直接手を触れないよラ注意してください。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こした 
り、リード線の破損による誤動作の原因となります。 

• 本装置に取り付けることができる PCI ボードには制限があります。ボードの仕様を確認 
してから取り付けてください。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 

• 起動可能な LAN カードを増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増 
設後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサポートしているボードと搭載可能なス□ットは次の表のとおりです。 





スロツト（バス A ) 




PCI Express ( x 8) 
#1 *1 

型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能 

8レーン 



ス□ツトサイズ 

LowProfile 



PCI ボードタイプ 

8ソケット 



搭載可能なポードサイズ# 2 

MD 2 

N 8103-101 * 3 

ディスクアレイコント□—ラ ( SATA 2) 

(力ード性能： PCIExpress(x4)) 

〇* 1 

N 81 04-1 22 * 3 

1000 BASE - T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： PCExpress(x4)) 

〇 *1 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 PCI スロットを使用するためには、オプションのライザカード ( PCIExpress ) 
( N 81 16-12) を装着する必要があります。 

*2 搭載可能なボードの奥行きサイズ 

□—プ□ファイルタイプで、奥行き167.6 mm まで （ MD 2)、 幅 64.4 mm までです。 
*3 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザカードブラケットに pci ボードを取り付けます。 


wO pci ポードを取り付けるためにはオプシヨンのライザカード 
PCIExpress ( x 8) が必要です。 


^ • オプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がサポートするボードタ 

F エック I イプ（ロープ□ファイル）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とオプションの 

ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) にあるコネクタの形状が合っているこ 
とを確認してください。 


1 . 83ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出し、取り外す （73 ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （85 ぺージ参照)。 


4. ネジ1本を外し、ライザカードブ 
ラケットを取り外す。 


5. ライザカードブラケットにオプ 
シヨンのライザカード 
(PCIExpress(x8)) をネジ2本 
で取り付ける。 




m 


• ライザカードブラケットにオプションのライザカード 
( PCIExpress ( x 8)) を取り付ける際は、ライザカード 
( PCIExpress ( x 8)) に添付のネジを使用してください 0 

• 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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6. ライザカードブラケットからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 



取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


7. ライザカードブラケットに PCI ポードを取り付け、手順6で外したネジで固定する。 

ライザカード （ PCExp 「 ess ( x 8)) のスロット部分と PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



• ライザカード (PCI Express ( x 8)) や PCI ポードの端子部分には触れな 

Bfai いでください。汚れや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因とな 

ります。 

• うまく PCI ポードを取り付けられないときは、 PCI ポードをいったん取 
り外してから取り付け直してください。 PCI ポードに過度の力を加える 
と PCI ポードやライザカード (PCI Express ( x 8)) を破損するおそれが 
ありますので注意してください。 


^ PCI ボードのブラケットの端が、ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) のフレーム 

If エック| 穴に差し込まれていることを確認してください。 
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8. ライザカードブラケットをマザー 
ポードのス□ットに接続する。 

ライザカード （ PCIExp 「 ess ( x 8)) 
の端子部分とマザーボード上のス 
□ット部分を合わせて、確実に差 
し込みます。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を 0N にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

11. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボードを増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます 。 BIOS 
セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 を設定し直してください （124 ぺージ参照）。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください （124 ページ参 

照)〇 
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ケープル接続 


本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケープル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 




ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

ハードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。 



S - ATA ケーブル 
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ディスクアレイコント□—ラ ( SATA 2) [ N 8103-101]との接続 

シリアル ATA ハードディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□—ラ 
( SATA 2) にも接続することができます。ディスクアレイコント□—ラ （ SATA 2) は、デー 
夕の信頼性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と RADI 
の RAID レベルをサポートしています。 

• RAID 0 (ストライビング） 

ハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を r ス 
トライビング」と呼びます。搭載しているハードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことによりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 

• データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 

ifa ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障する 

とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 



• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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ディスクアレイを構築するには最低2台のハードディスクドライブが必要です。また、接続に 
使用するインタフェースケーブルは本装置のケーブルを使用します。 

SATA 1 コネクタのケーブルを Portl 、 SATA 2 コネクタのケーブルを Po 「 t 2 に接続してくださ 
い。 


八ードディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 


Portl Port2 



内蔵ハードディスクドライブのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブル 
をマザーボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□—ラ ( SATA 2) に接続してくだ 
さい。ディスクの状態（ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレ 
イコント□—ラ ( SATA 2) 用のユーティリティ 「 Web-based Promise Array Manager 」 か 
ら確認します。ユーティリティはディスクアレイコントローラ （ SATA 2) に添付のユーティ 
リティです。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 



SETUP はハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 


詞-〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 

Bto ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 

「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインストールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc 〉、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を 0 FR こしてください。 




パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが 
30ることを示す 


設定項目 


Phoenix rrustedCoreCtm; : 

Server 


，現在表示しているメニューを示す 

Lity 


^ ► System Management 


Item SpeciTic Help • 


Additional setup menus to 
view server management 

► Console Redirection 

► Event Log ConTiguration 

Assert NMI on PERR: 


features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


〆 FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help f i 

Esc Exit —— 


キーの 機能説明 


Select Item 
Select Menu 


/+ Change Values F9 Setup Defaults 

nter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー （ 丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソノレキー ^ —0 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

D く 一 〉キー / く十〉キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 
n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

口 く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします0 


日付 • 時刻関連 


rMairU ^ 厂 System "Time」、 厂 System Date」 



「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—fAdvanced Chipset Control」—fWake On LAN/PME」—「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power 〇 n」 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-LINK」—「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

LAN から： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」 

— 「Wake 〇 n LAN/PME」—「Enabled」 

PCI デバイスから： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」 

— 「Wake 〇 n LAN/PME」—「Enabled」 

RTC のアラームから： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」 

— fWake On RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 —それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「DIMM #n Status」— 表示を確認する 
(n:1 〜 2) 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のよラに対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」—「Processor Retest」—「Yes」— 再起動すると 
クリアされる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」—fNumLockJ ^ fOnJ (有効）/ fOffJ (無効:初期値) 


ィベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Cormguration」 ^ fClear All Event Logs」^「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 
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内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の pci デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration』—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—fResetConfiguration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 rExit Discarding Changes」 またI忒 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 ^ 「Load Custom Defaults」 
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バラ メータと 説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（-109ページ） 

• Advanced メニュー（-►111ページ） 

• Security メニュー （—1 17ページ） 

• Server メニュー（- ►11 9ページ） 

• Boot メニュー （—124 ページ） 

• Exit メニュー （—125 ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 





Item Specific Help 

System Time: 

： [B ： 18:58] 


System Date: 

[04/04/2006 ： 





<Tab>, <Shift-Tab>, or 




<Enter> selects field. 

► SATA Port 

1 

[None] 


► SATA Port 

2 

[None] 


► Processor 

Settings 



Language: 


[English (US)] 



FI Help f l Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ゎ 4 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

SATA Port 1 

— 

それぞれのチャネルに接続されているデバ 

SATA Port 2 


イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します（110ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italia 门〇 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settings サブメニュー 


Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

■ Main ■ 



Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor 

Retest: 


Select 'Yes' , BIOS will 

clear historical 

Processor 

Speed Setting: 

3000 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 

1 CPUID: 

06 F5 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


Execute Disable Bit: 

[Disabled] 


InteLCR) ’ 

i/i rtualization Tech: 

[Disabled] 


Enhanced 

Intel SpeedStep(K) Tech: 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「 N 0」に切り替わります。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
しよす 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 

— 

プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るがどうがを設定します。 

Intel ( R ) Virtualization Tech 

[ Disabled ] 

Enabled 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Enhanced Intel 
SpeedStep ( K)Tech 

[ Disabled ] 

Enabled 

Enhanced Intel SpeedStep ( K ) Tech 機能を 
サポートしている CPU のみ表示されます。 

この機能を使用するかどうかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜碎 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します （ 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced I 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature- 

DIMM #1 Status: 

Normal 


DIMM #2 Status: 

Normal 


Memory Retest: 

rlfflti 


Extended RAM Step: 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM #1 - #2 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

T 1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ベースキーのみ有効とな < J < F 2>、< F 4>、 
< F 12>、 く Esc > キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced I 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

► Onboard LAN 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controller. 


FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
にするか無効にするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


ディスクアレイコント□ーラや LAN ボード（ネットワークブート )、 Fibre 
Channel コント□ーラで、 0 S がインス!-ールされたハードディスクドライブ 
を接続しない場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 
に設定してください。 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項 目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN 1 Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard LAN 2 Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port B: 


Configure Serial Port B 

Base I/O address: 

[2F8] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Disabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

No configuration 

USB 2-0 Controller 

[Enabled] 

[Enabled] 

Serial ATA: 

[Enabled] 

User configuration 

Native Mode Operation: 

[Auto] 


SATA RAID Enable: 

[Disabled] 



FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



W "0 害!!り込みベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 

Bto した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのベース l /〇アトレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB Device の有効/無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2 .◦の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

Native Mode Device を選択することができ 
ます0 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンボード上の SATA コント□ーラを使った 
ハードディスクドライプの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定します。 

注：異なる設定で SATA ハードディスクドラ 
イブがら起動するとデータが壊れるおそ 
れがあります。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Wake On LAN/PME: JJBilBiL 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

Determines the action 
of the system a 

LAN/PME wake up event 

occurs- 


FI Help t [ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたは PCI デバイス 
(PCI Power Management を Enabled にする 
インベント)によるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
■ Security ■ 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


User Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 
setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


■"〇 • 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していない 

Bfr ョ と設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているがど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとスーハ°ーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサボートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にするが無効 
にするかを設定します。 

なお、強制電源〇 FF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 

► Console Redirection 

► Event Log Corvnguration 

Assert NMI on PERR: 


features- 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[EnabLed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20 ： 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


11 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values F9 Setup Defaults 

Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Disable BSP ] 

Do Not Disable BSP 
Retry 3 Times 

BSP で FRB レベル2の エラー が発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S がら起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*がら起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に〇 S 起動を常に試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
ローラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どラかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 

P 〇 ST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を2◦秒が 
6255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベ_スボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


wO 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

■ Server I 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表耶します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウエアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PI A Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するが無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port B 

〇 S 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエ _ スに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Terminal Type 

[PC ANSI] 

VT 100+ 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセットを有効にするがどうがを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 


Server メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

■ Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs: 

The system event Log 
will be cleared if 
selecting "Yes". 


FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されている エラー ログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デバイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-R 〇 M ドライブ 

IDE CD 

AT API の CD-R 〇 M ドライブ 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライブ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

ハードディスクドライブ 

PCI SCSI 

ハードディスクドライブ 

PCI DEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot OCOOl が LAN1 、 「Slot OCOtJ 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に <Shift> キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデバイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. <t >キー/< I >キーと <十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< t >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に rSave before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合がありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた 
設定に直す必要があります。 

• SATA ハードディスクドライブモデルにおいてこのオプションを実行す 
ると、 「 Advanced 」 の 「Peripheral Configuration 」 メニューの 
rSATA RAID Enabled 」 が 「 DisatHed 」 に設定されます。 SATA 内 
蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してく 
ださい。設定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれがあります。 


Load Custom Deraults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると fLoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす。 
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U セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください）。 



• リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし 
直して、 OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 

• プロセッサが異常高温になると、高価な部品を保護するための回路が作 
動します。この場合、システムはリセット状態となるため、 POWER / 
SLEEP スイッチによる電源制御ができなくなります。電源コードを抜 
し、て電源を OFF にし、運用環境（周囲温度など）を確認した後、しばら 
くしてから再度、電源コードを接続し、電源を ON にする必要がありま 
す。なお、プロセッサが冷却されるまでの間（通常であれば5分程度） 

は、電源を OFF の状態にしておく必要がある場合もあります。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者か 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


• CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフォ 
ルトの設定に戻ります。 

• SATA ハードディスクドライブモデルにおいて CMOS メモリの内容を 
クリアすると、 BIOS SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 の 
「Peripheral Configuration 」 メニューの 「SATA RAID 」 が 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハードディスクドライブを 
ディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモリのクリア後、 

巳 IOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を 「 Enabled 」 に 
変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せずに起動すると 
八ードディスクドライブのデータを壊すおそれがあります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


p -〇 その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


前面側 


背面側 



ジャンパスイッチ 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

A\A\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

A A 

0 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 古:日:す音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



1 . 83ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （67 ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （85 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2 シリア ルポー ト 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1 シリア ルポー ト 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

SAS1 

11 

BMC IRQ 

51 

SAS2 
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RAID コンフイグレーシヨン 


ここでは本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外付けのハードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラと外付け増設ディス 
ク筐体などが必要です。詳しくはディスクアレイコントローラまたは外付け増設ディスク筐体 
に添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
法があります。 


• SATA ハードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


シリアル ATA 八ードディスクドライプの RA 旧構築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コントローラを使用してディスクアレイ （ RAIDO また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブ （2 台）のみです。 

• RAIDO (ストライビング） 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を 
「ストライビング」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させること 
によりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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ハードディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA ハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、 
86ページを参照してください。 


_"〇 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
Ifa ださい。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めします。 


BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 

取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 BIOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されているハードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設定が必要となります。 


Pai 出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 

れています。 


次の手順で BIOS セツトアップユーティリティの設定を変更します。 


1. BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、102ページを参照してください。 

2. [Advanced]— [Peripheral Configuration] メニューから 「SATA RAID 
Enable 」 の設定を 「 Enabled 」 に変更する。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port B: 

[Enabled] 

Configure Serial Port B 

Base I/O address: 

[2F8] 

using options : 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Disabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

No configuration 

USB 2.0 Controller 

[Enabled] 

[Enabled] 

.qorial ATA - 

--- 

User configuration 

v. i vc huuc wperd l iuii ; 

W SATA RAID Enable: 

UMU LUJ 





FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 争 ， Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し、 
BIOS セツトアップユーテイリテイを終了する。 


以上で完了です。 
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設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設定および変更をす 
るためのユーテイリテイ rArray Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促すメッセージが表 
ホされます 0 


Press < CtrLXA > for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照し 
てください。 


Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動することができる 「Array Configuration 
Utility ( ACU )」 を使用した RAD の構築手順について説明します。 


RAID ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シー厶レスセットアップ」を使用 
Irtyg して構築することもできます。 

詳しくは導入編の20ページを参照してくださしヽ。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 
If エック| BIOS の設定変更を完了していることを確認してください。 


CaI ディスプレイ装置の H 面にメッセ_ ジが表示 されるまでに0寺間がかかる場合 

) rEA \ は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 


1 . 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く0打1>キ_とく A > キー 
を押す。 


Press < CtrLXA > for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


VVi ディスプレイ装置の面 i 面にメッセ _ ジが表示されるまでに 0 寺間がかかる場合 

IrETR は、本装置の電源〇 N 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更_削除をする 
138ぺージ 


RAID ドライブの口ーレベルフオーマツト 
やべリファイをする141ページ 


RAID の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 



• しヽったん RA 旧を構築してしまったドライブの属性（手順6以降に示す 
設定内容）は変更できません。 

• RA 旧を構築する前に RA 旧ドライブを構成するハードディスクドライ 
ブの物理フォーマツトをしてください。物理フォーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」 （141 ページ）を参照してください。 

• アレイの作成後、 Bootable の設定（142ページ）を参照し、アレイに 
ブートプライオリテイを指定してください。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （133 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す 0 
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4. RAID を構築する2台の八ードディスクドライブをリストから選び、 < lnsert > キー 
を押す。 

<lnse「t> キーを押すと、右側の 「Selected Drives」 リストに追力□されます。削除し 
たい場合は、左側のリストからハードディスクドライブを選択し、 <Delete> キーを 
押すと削除され、右側のリストから消えます。 




• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RAlD を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台以上です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを選択してください。 


• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニユーをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ （140 ページ）」を参照し 
てください。 


5. く日加6「>キ_を押す。 


RAID の詳細設定を行う 「Array Properties」 画面が表示されます。 

6. 力ーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter > キーを押す。 

選択できる RAID レベルは RAID0 (ストライピンク')と RAID1 (ミラーリング）のい 
ずれかです。 
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7. 作成する RAID ドライブのポリュームラべル名を入力し、く Enter > キーを押す。 



8. く RAIDO を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16KB、 または 32KB、64KB (初期設定）から選択し、く Enter〉 
キーを押す。 

rVl ストライプサイズは、初期設定の 64 KB を選択することをお勧めします。 




「Create RAID via」 では、 RAD レベル (Array Type) との組み合わせでさまざまな 
RAID ドライブの作成方法を指定することができます。詳細を次ページの表に示しま 
す0 
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RAID レベル 

Create RAID via の選択肢 

作成方法 

RAID 0 

No Init 

新規で RAIDO ドライプを作成します。 

RAID 0 

Migrate 

データが保存されている既存のドライプに 
対して新規ドライプを追加するマイグレー 
シヨン（移行）をします。本裝置では 
「 Migrate 丨をサポートしていません。 

RAID 1 

Build 

データが保存されている既存のドライプの 
内容を新規ドライプにコピーし、 RAID 1ド 
ライプを作成します。本裝置では 「 Build 丨 
をサポートしていません。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 
ドライプを作成します。 

RAID 1 

Quick Init 

新規で RAID 1 ドライプを即座に作成します。 


_"〇 「 Migrate 」、「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 


4^ • 既存の RAID ドライプに新規ドライプを追加する場合は、あらがじめ新 

g ェック I 規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID 1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません 。 Adaptec Storage 
Manager ™ を使用して RAID 1を構築してください 0 

• Quick Init で RAID 1 ドライブを作成すると、その後の整合性チェック 
(Consistency Check ) で不整合を通知される場合がありますが、ハー 
ドディスクドライプの故障や RAID ドライプの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示に従って整合を取り直してください。 

• RAID 1を構成する八ードディスクドライプのディスク容量が異なってい 
ても RAID 1 ドライプを構築することができます。ただし、 「 Build 」 オプ 
シヨンで RAID 1 ドライプを作成する場合、容量の小さい方のハードディ 
スクドライプをコピー元または第1ドライプに指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスクにアップグレードされている 
RAID ドライプに対して 「 Build 」 オプションを使用して RAID ドライプを 
作成しないことをお勧めします。 


10. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 

アレイの作成後、 Bootable の設定 （142 ページ）を参照し、アレイにブートプライ 
オリティを指定してください。 
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ディスクアレイの管理 

オプションメニューから rArray Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設定（属性）情報の確認や RAID ドラ 
イブ（アレイ）の削除をすることができます。 



「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて 、 Mark 
Ifai Bootable の設定を行ってください。 

Mark 巳 00 table の設定は、 < Ctrl > キーと く B > を同時に押し、その後表示され 
る確認メッセージにて「丫」を選択します。 

Mark Bootable が設定されると、選択した Array の先頭に「*」が表示されま 
す0 
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♦ アレイ情報の確認 

Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すとアレイを構築してい 
る RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、 < Ente 「> キーを押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプロパティダイア□グボックスが表示されます。このプロパティダイアログボックス 
には RAID ドライブを構成している物理ハードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 


「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて 、 Mark 
Bootable の設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定は、く Ctrl 〉 キーとく B > を同時に押し、その後表示され 
る確認メッセージにて「丫」を選択します。 

Mark Bootable が設定されると、選択した Array の先頭に「*」が表示されま 
す。 

• アレイの削除 


W "0 アレイを削除する前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
ださい。削除を実行するとすベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すとアレイを構築し 
ている RAID ドライブの一覧が表示されます。以降の削除手順を以下に示します。 


1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete 〉 キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 



表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 
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3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。「 N 0」を選択すると1つ前の画面に戻りま 
す。 

4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 


八ードディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためにはハードディスクドライブがイニシャライズされていなけれ 
ばなりません（イニシャライズされていないハードディスクドライブは、 RAID ドライブを構 
築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます)。 


• イニシャライズを実行するとハードディスクドライブ上のパーティシヨ 
Bto ンテーブルを上書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していたハードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻すことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RAID 0 ドライブを構成するハード 
ディスクドライブをイニシャライズするとシステムが起動できなくなり 
ます。 


次の手順でハードディスクドライブをイニシャライズします。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （133 ページ)」を参照してください。 

2. キーポー ドの カーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Configure Drives 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. カーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを 
選び、 〈 Insert 〉 キーを押す 0 

5. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 
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6. く Enter 〉 キーを押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズするハードディスクドライブを正し 
く選択していることを確認し、 < Y > キーを押してイニシャライズを続ける。 


Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、ハードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやべリファイをする場合に使用するメニューです。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （133 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Disk Utilities 」 を選び、 
く Enter 〉 キーを押す。 



3. 目的の八ードディスクドライブを選択し、く Enter > キーを押す。 



4. 実行したいメニューを選択し、く Enter > キーを押す。 
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— Format Disk 

直ちに対象としているハードディスクドライブを□—レベルでフォーマット 
します（ゼロ埋め込み)。購入時の SATA ハードディスクドライブは工場出荷時 
に□ーレベルでフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドラ 
イブは、 RAID を構築する前にこのオプションを使ってフォーマツトをしてくだ 
さい。 


謂"〇 □—レベルフ ォーマツ トはハードディスクドライブ内のすベてのデータを消 
Bto 去します。フォーマツトを実行する前にハードディスクドライブ内にある大切 
なデータのノ《ックアップをとってください。 


— Verify Disk Media 

ハードディスクドライブ内のメディア不良を検出します。 


Bootable の設定 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （133 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Manage Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. 「List of Arrays 」 に、作成されている Array が表示されるので、 < Ctrl > キーと 
< B > キーを押し、確認メッセージが表示されたら「丫」を選択する。 

「Mark Bootable 」 が設定されます。 

5. 「Mark Bootable 」 が設定されたことを確認後 、 Array Configuration Utility を終 
了し、本体装置を再起動する。 

「Mark Bootable 」 が設定されたことは 、 「List of Arrays 」 にて表示されている Array 
の先頭に「*」が表示されることで確認できます。 


再起動後、設定が有効になります。 
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